
令和５年度 金沢型学習スタイル実践推進事業 報告書 

 

１ 研究の重点と具体的な取組 

 (1) 重点１ 読む力と話す力の視点から言語活動を取り入れる授業改善  

    「自分の言葉で表現したり言い換えたりする場面」や「根拠や理由をつ

けて考えや意見を表現する場面」して、活動場面には  を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 重点２ リーディングタイム（説明文を読みとる活動）  

    説明文を文章のまとまりを意識して、５分間視写する。文章を読み、わ

からない言葉に線を引き、辞書やインターネットを活用して意味を調べる。 

 

 

 

 

 

 

２ 取組の検証 

 (1) 重点１ 読む力と話す力の視点から言語活動を取り入れる授業改善  

    授業者が  を提示して言語活動を取り入れた場面は、37％であった。

各教科の実施率は表１を参照。生徒アンケートで「自分の言葉で表現した

り、言い換えたりすることができた」の肯定的評価の割合は 83％（表２参

照）、「根拠や理由をつけて、自分の考えや意見を表現することができた」

の肯定的評価の割合は 80％（表３参照）であった。 
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 (2) 重点２ リーディングタイム（説明文を読みとる活動）  

    生徒アンケートで「リーディングタイムで文章の内容を理解することが

できた」の肯定的評価の割合は 88％、「リーディングタイムで新しい言葉

を覚えることができた」の肯定的評価の割合は 84％であった。 

金沢市立城南中学校 読む力・話す力向上推進校 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術 保体 

実施率(%) 30 49 50 28 54 36 24 27 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術  保体 技家 

肯定的評価 (%) 82 87 86 82 74 84 84 84 83 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術  保体 技家 

肯定的評価 (%) 76 84 79 80 70 79 82 83 83 



３ 成果と課題 

   成果として、言語活動を取り入れた授業を昨年度より 10％増やすことが

できた。生徒アンケートで「授業や学習について、力がついた、わかった

と思える学習活動はどんな活動ですか」に対して、『対話や学び合いグルー

プ活動（説明する＆教えてもらう）』と回答した生徒が最も多く、話し合う

活動（言語活動）を通じて自分の考えを深めたり、広めたりすることがで

きたと感じた生徒はアンケート結果から 3 年 93％、2 年 84％、1 年 89％で

あった。言語活動の取り組みを通じて、生徒に自ら学び、考え、成長につ

なげられる力が育まれることを期待したい。  

   課題として、今後、生徒が主体的に対話する時間をできるだけ多くでき

るような授業力を学校全体でつけていくこと、多くの生徒が言語活動に関

われるようにＩＣＴの効果的な活用していくことが必要である。また、生

徒が根拠や理由をつけて説明できるような活動を授業場面以外でも意識し

て展開してきたい。 


